
平成™™年œ月˜š日 木曜日 第œš˜—号官 報
一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
城
県
気
仙
沼
市
早
稲
谷
二

四
七
の
一
、
二
四
七
の
三
、
塚
沢
六
二
の
一
、
六
二
の

八
二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮

城
県
庁
及
び
気
仙
沼
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
四
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

保
安
林
の
所
在
場
所

滋
賀
県
長
浜
市
西
浅
井
町
大

浦
字
馬
場
六
六
五
、
六
七
〇
の
一
、
七
一
二
、七
一
三
、

七
一
八
か
ら
七
二
〇
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
滋

賀
県
庁
及
び
長
浜
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
五
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

保
安
林
の
所
在
場
所

高
知
県
高
岡
郡
佐
川
町
西
山

組
字
長
畑
二
五
二
の
一
・
二
五
二
の
二
・
八
五
七
の

ソ
・
八
五
八
の
ル
・
八
五
八
の
ヲ
・
八
六
〇
の
ヌ
・
八

六
〇
の
ル
・
八
六
〇
の
ヲ
・
八
六
〇
の
ワ
・
八
六
一
の

ニ
・
八
六
一
の
ヘ
（
以
上
十
一
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に

示
す
部
分
に
限
る
。）、
二
四
四
の
一
か
ら
二
四
四
の
四

ま
で
、
二
四
四
の
一
〇
、
二
四
四
の
一
四
、
二
四
四
の

一
五
、
二
四
九
か
ら
二
五
一
ま
で
、
八
五
七
の
ヨ
、
八

五
七
の
タ
、
八
五
七
の
レ
、
八
五
七
の
ツ
の
一
、
八
五

七
の
ツ
の
二
、
八
五
八
の
チ
、
八
五
八
の
九
、
八
五
八

の
ヌ
、
八
五
九
、
八
六
〇
の
チ
、
八
六
〇
の
カ
、
八
六

〇
の
ヨ
、
八
六
〇
の
タ
、
八
六
〇
の
レ
、八
六
〇
の
ソ
、

八
六
〇
の
ツ
の
一
、
八
六
〇
の
ツ
の
二
、八
六
一
の
イ
、

八
六
一
の
ロ
、
八
六
一
の
ハ
、
八
六
一
の
ホ
の
一
、
八

六
一
の
ホ
の
二
、
字
甚
兵
エ
畑
八
六
二
の
ヘ
・
八
六
二

の
チ
・
八
六
二
の
リ
・
八
六
二
の
ヌ
・
八
六
二
の
ル
・

八
六
二
の
ヲ
（
以
上
六
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）、
二
五
三
、
八
六
二
の
イ
、八
六
二
の
ロ
、

八
六
二
の
ハ
、
八
六
二
の
ニ
、
八
六
二
の
ホ
、
八
六
二

の
ト
、
西
山
字
上
ハ
ナ
ロ
三
六
四
か
ら
三
六
六
ま
で
、

一
三
七
二
、一
三
七
三（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
高
知
県
庁
及
び
佐
川
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
十
二
号

電
気
工
事
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
九
十
七
号
）第
三
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

電
気
工
事
士
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
四
条
第
四
項
第
二
号
の
指
定
を
受
け
た
次
の
養
成
施
設
の

廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
旨
を
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
三
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

名

称

備

考

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｄ
テ
ク
ニ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ

電
気
科

平
成
二
十
年
三
月
ま
で
の
卒
業
生
に
つ
い

て
は
従
前
の
と
お
り
と
す
る

福
井
県
立
敦
賀
産
業
技
術
専
門
学
院

電
気
機
器
科

平
成
二
十
一
年
三
月
ま
で
の
卒
業
生
に
つ

い
て
は
従
前
の
と
お
り
と
す
る

紋
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

電
気
工
事
科

平
成
二
十
一
年
三
月
ま
で
の
卒
業
生
に
つ

い
て
は
従
前
の
と
お
り
と
す
る

北
海
道
立
滝
川
高
等
技
術
専
門
学
院

電
気
工
事
科

平
成
二
十
一
年
三
月
ま
で
の
卒
業
生
に
つ

い
て
は
従
前
の
と
お
り
と
す
る

深
川
技
術
工
学
院

電
気
工
事
科

平
成
二
十
一
年
三
月
ま
で
の
卒
業
生
に
つ

い
て
は
従
前
の
と
お
り
と
す
る

釧
路
高
等
技
術
専
門
校

電
気
工
事
科

平
成
二
十
年
三
月
ま
で
の
卒
業
生
に
つ
い

て
は
従
前
の
と
お
り
と
す
る

工
学
院
大
学
専
門
学
校

工
業
専
門
課
程

第
一
部
電
気
技
術
科

平
成
二
十
一
年
三
月
ま
で
の
卒
業
生
に
つ

い
て
は
従
前
の
と
お
り
と
す
る

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
十
三
号

電
気
工
事
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
九
十
七
号
）第
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

電
気
工
事
士
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
四
条
第
四
項
第
二
号
の
指
定
を
受
け
た
次
の
養
成
施
設
の

名
称
の
変
更
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
旨
を
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
三
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

新

名

称

旧

名

称

変
更
年
月
日

読
売
理
工
医
療
福
祉
専
門
学
校

工
業
専

門
課
程

電
気
電
子
学
科

読
売
理
工
医
療
福
祉
専
門
学
校

工
業
専

門
課
程

電
気
工
学
科

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

中
原
技
能
訓
練
所

電
気
通
信
設
備
科

中
原
技
能
訓
練
所

電
気
工
事
科

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

広
島
工
業
大
学
専
門
学
校

電
気
工
学
科

広
島
工
業
大
学
専
門
学
校

電
気
工
学
科

（
電
気
工
学
コ
ー
ス
・
電
子
工
学
コ
ー

ス
）

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

宮
崎
第
一
高
等
学
校

宮
崎
電
子
工
学
院

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

専
門
学
校

国
際
情
報
工
科
大
学
校

電

気
電
子
工
学
科

国
際
情
報
工
科
専
門
学
校

電
気
・
設
備

科

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

鹿
児
島
県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

電

気
設
備
科

鹿
児
島
県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

電

気
工
学
科

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
十
四
号

電
気
工
事
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
九
十
七
号
）第
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

電
気
工
事
士
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
四
条
第
四
項
第
二
号
の
指
定
を
受
け
た
次
の
養
成
施
設
の

名
称
の
変
更
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
旨
を
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
三
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

新

名

称

旧

名

称

変
更
年
月
日

埼
玉
県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

秩
父

分
校

電
気
工
事
科
（
電
気
制
御
シ
ス
テ

ム
科
）

埼
玉
県
立
秩
父
高
等
技
術
専
門
校

電

気
・
電
子
系

電
気
機
器
科

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山
職
業

能
力
開
発
校

電
気
機
器
科

福
島
県
立
郡
山
高
等
技
術
専
門
校

電
気

制
御
シ
ス
テ
ム
科

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

天
山
技
能
訓
練
所

電
気
通
信
設
備
科

天
山
技
能
訓
練
所

電
気
工
事
科

平
成
二
十
一
年
十
月
一
日

姫
山
技
能
訓
練
所

電
気
通
信
設
備
課

電
気
工
事
設
備
課
程

昼
間
部

姫
山
技
能
訓
練
所

電
気
工
事
科

昼
間

部

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
一

日

日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

工
科
技

術
専
門
課
程

電
子
・
電
気
科

電
気
工

事
コ
ー
ス

日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

工
科
技

術
専
門
課
程

電
子
・
電
気
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

電
気
工
事
士
専
攻

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

日
本
工
学
院
専
門
学
校

工
業
専
門
課
程

第
一
部

電
子
・
電
気
科

電
気
工
事

コ
ー
ス

日
本
工
学
院
専
門
学
校

工
業
専
門
課
程

第
一
部

電
子
・
電
気
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

電
気
工
事
士
専
攻

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
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